
集
会
に
は
総
勢
26
人
（
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
16
人
）
が
参
加
し

原
子
書
記
長
の
司
会
で
開
会
。

大
沼
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

東
日
本
本
部
伊
藤
執
行
委
員
が

労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
こ
の

間
、
東
日
本
本
部
が
取
り
組
ん

で
き
た
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
報
告
（
①
春
闘
か
ら
夏
季

闘
争
②
労
働
条
件
改
善
（
協
約

改
訂
）
③
組
織
強
化
・
拡
大
④

住
環
境
制
度
の
改
正
に
伴
う
解

明
）
。

さ
ら
に
安
全
問
題
で
は
、

「
山
手
線
の
電
化
柱
倒
壊
と
架

線
断
線
事
故
に
つ
い
て
、
じ
っ

く
り
精
査
を
し
申
し
入
れ
を
行

う
準
備
を
職
能
別
協
議
会
と
し

て
い
る
」
と
し
、
ま
た
組
織
強

化
・
拡
大
で
は
、
「
仙
台
の
2

人
、
高
崎
・
千
葉
か
ら
各
1
人

ず
つ
、
大
会
か
ら
12
人
の
拡
大

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
本

体
か
ら
で
あ
っ
た
拡
大
が
、
今

後
は
Ｇ
会
社
が
中
心
に
な
る
」

等
の
報
告
を
行
っ
た
。

続
い
て
仙
台
地
本
千
葉
組
織

部
長
が
、
Ｇ
会
社
の
説
明
と
再

編
問
題
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
職
場
実

態
交
流
で
は
、
厳
し
い
エ
ル
ダ
ー

職
場
環
境
と
改
善
の
取
組
み
の

強
化
を
促
す
意
見
が
出
さ
れ
た
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

早
急
に
窓
口
作
り
を

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
出
向
。
概
要
、
全
体

で
68
箇
所
、
駅
業
務
60
箇
所
。

総
勢
３
９
３
人
（
4
月
1
日

現
在
）
。

▼
東
日
本
Ｇ
会
社
東
北
地
区
再

編
が
7
月
1
日
実
施
と
会
社
情

報
で
知
る
。
労
働
条
件
に
関
わ

る
が
組
合
に
提
案
・
交
渉
が
な

く
問
題
。
姿
勢
を
糾
す
べ
き
。

東
北
三
地
本
の
課
題
で
は
。

▼
諸
問
題
点
に
つ
い
て
、
個
々

話
を
し
て
い
る
が
、
提
案
が
な

い
状
況
で
は
組
織
全
体
で
議
論

で
き
な
い
。
集
ま
る
場
と
窓
口

作
り
が
急
務
。

▼
36
協
定
締
結
箇
所
は
ど
こ
な

の
か
早
急
に
明
ら
か
に
。
事
故

対
応
で
は
休
憩
変
更
で
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
労
働
時
間
で
食
事
も

摂
ら
ず
連
続
労
働
。
超
勤
処
理

と
い
う
が
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
は

時
給
８
０
０
円
の
世
界
、
ゆ
っ

く
り
飯
を
食
っ
て
横
に
な
り
た

い
が
本
音
。
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
、

早
急
に
改
善
を
。

▼
5
月
13
日
地
震
発
生
。
非
番

が
必
死
に
対
応
、
駅
ブ
ロ
ッ
ク

に
応
援
要
請
し
て
も
誰
も
来
れ

な
い
状
況
。
人
身
事
故
が
発
生

し
て
も
、
仮
に
自
分
が
倒
れ
て

も
代
務
が
来
な
い
状
況
だ
。

▼
今
年
の
新
入
社
員
は
19
歳
か

ら
32
歳
、
基
本
給
13
万
円
台
、

諸
経
費
控
除
で
10
万
円
、
家
賃

5
万
（
会
社
補
助
上
限
2
万
）
、

携
帯
代
な
ど
で
、
一
日
使
え
る

金
千
円
〜
千
五
百
円
。
食
事
は

ス
ー
パ
ー
の
赤
札
惣
菜
、
入
社

し
て
か
ら
は
服
を
買
っ
た
こ
と

が
な
い
。
休
日
は
テ
レ
ビ
で
ご

ろ
寝
。
あ
る
駅
の
3
年
目
社
員

は
30
歳
過
ぎ
で
手
取
り
16
万
。

結
婚
し
た
く
て
も
で
き
な
い
と

悩
む
。

▼
12
年
度
の
貧
困
線
は
１
２
２

万
円
。
子
供
の
貧
困
率
は
16
・

3
％
で
6
人
に
1
人
の
割
合

（
厚
生
労
働
省
・
国
民
生
活
基

準
調
査
）
だ
が
、
そ
れ
以
下
の

収
入
・
生
活
実
態
に
あ
る
。

▼
バ
ラ
色
の
幻
想
を
振
り
ま
く

Ｇ
会
社
。
入
社
し
た
も
の
の
、

そ
の
先
ど
う
す
る
か
悩
む
若
者

達
。
こ
う
し
た
状
況
を
話
し
合

う
場
が
ほ
し
い
。

▼
運
動
体
と
し
て
、
運
輸
協
議

会
と
の
話
し
合
い
も
必
要
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

後
輩
に
は
来
て
も
ら
い
た

く
な
い
…

▼
テ
ク
ノ
新
幹
線
営
業
所
の
環

境
保
全
職
場
で
ゴ
ミ
分
別
業
務
。

自
分
が
直
接
関
わ
る
業
務
で
は

な
い
が
、
昨
年
12
月
、
準
社
員

が
賃
金
未
払
い
（
夜
勤
手
当
）

に
つ
い
て
労
基
所
に
相
談
。
労

基
所
が
認
め
会
社
を
指
導
。
会

社
も
改
善
点
を
労
基
署
に
提
出
。

対
象
者
は
8
人
で
、
テ
ク
ノ
社

員
に
は
「
一
時
金
」
と
い
う
形

で
支
払
い
。
内
エ
ル
ダ
ー
対
象

者
は
3
人
（
一
人
は
既
に
退
職
）

で
、
総
額
で
凡
そ
5
百
万
円
、

多
い
人
は
約
１
７
０
日
の
泊
ま

り
勤
務
で
2
百
万
円
程
度
。

た
だ
し
支
払
い
は
Ｈ
25
年
と
Ｈ

26
年
の
2
年
間
分
の
み
。
あ
る

社
員
は
会
社
発
足
以
来
14
年
間

勤
務
し
て
き
た
が
、
12
年
間
分

は
タ
ダ
働
き
。
こ
の
間
、
何
度

も
準
社
員
が
是
正
を
求
め
た
が
、

都
度
う
や
む
や
に
さ
れ
て
い
た
。

▼
こ
の
事
象
以
降
、
会
社
は
深

夜
帯
の
機
械
運
転
を
止
め
た

（
夜
勤
手
当
を
支
払
わ
な
い
よ

う
に
）
。
通
常
の
夜
勤
で
深
夜

帯
の
業
務
は
一
部
を
除
き
な
く

な
っ
た
。

▼
Ｊ
Ｒ
本
体
か
ら
の
出
向
者
は

手
当
な
し
。
手
当
支
給
の
条
文

に
「
JR
東
日
本
及
び
エ
ル
ダ
ー

出
向
者
は
除
く
」
と
あ
る
。
た

だ
自
分
の
職
場
は
項
目
に
該
当

せ
ず
、
一
日
2
百
円
の
手
当
支

給
の
対
象
だ
が
、
支
払
わ
れ
て

い
な
い
。
回
答
を
求
め
て
い
る

が
明
解
な
返
答
は
ま
だ
な
い
。

テ
ク
ノ
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
な
ど
出
向
者

の
集
ま
り
、
会
を
立
ち
上
げ
な

い
と
大
変
。
後
輩
に
は
休
日
も

少
な
い
テ
ク
ノ
に
き
て
も
ら
い

た
く
な
い
。
せ
め
て
Ｔ
Ｓ
Ｓ
…
。

東
北
工
機
整
備

労
働
環
境
悪
い

▼
組
合
員
2
人
、
所
内
運
搬
業

務
（
フ
ォ
ー
ク
）
。
中
央
倉
庫

で
部
品
材
料
の
受
け
払
い
。
新

幹
線
（
新
潟
・
長
野
・
盛
岡
・

秋
田
・
青
森
等
全
て
の
車
両
基

地
）
の
部
品
（
修
理
品
含
む
）

を
出
し
入
れ
。

▼
出
向
4
年
。
所
内
運
搬
業
務

の
労
働
環
境
。
3
年
前
か
ら
約

2
年
間
所
内
で
発
生
す
る
ゴ
ミ

の
運
搬
に
携
わ
る
が
、
放
射
能

が
含
ま
れ
た
塵
埃
の
運
搬
業
務

を
し
て
き
た
。
業
者
が
搬
出
し

な
い
た
め
、
所
内
に
保
管
（
処

理
場
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
と

警
報
・
ブ
ザ
ー
が
鳴
動
）
。

▼
保
管
場
所
も
問
題
。
山
積
み

の
袋
を
消
防
法
が
適
用
さ
れ
て

い
る
ガ
ス
や
油
保
管
庫
3
箇
所

を
無
理
矢
理
空
に
し
て
詰
め
込

ん
で
い
る
。
工
機
整
備
か
ら

「
頼
む
か
ら
騒
が
な
い
で
く
れ
」

と
言
わ
れ
た
が
反
論
。

そ
の
後
別
の
場
所
に
担
当
を

変
更
さ
れ
た
。
当
時
で
八
割
方
、

今
は
満
杯
の
は
ず
。

別
の
場
所
に
保
管
庫
建
設
の

噂
が
あ
っ
た
が
一
向
に
そ
の
気

配
が
な
い
。
地
本
で
指
摘
す
べ

き
で
は
。

▼
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
ガ
ソ
リ

ン
車
。
現
在
は
バ
ッ
テ
リ
ー
車

が
主
流
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運

転
者
講
習
会
で
も
バ
ッ
テ
リ
ー

カ
ー
使
用
を
前
提
に
実
施
。

マ
ス
ク
を
使
用
し
て
い
る
が
、

鼻
を
か
む
と
真
っ
黒
。
排
ガ
ス

で
頭
が
痛
い
と
い
う
人
も
。
閉

じ
込
め
ら
れ
た
場
内
で
あ
り
、

問
題
だ
。
放
射
能
・
排
ガ
ス
共

に
人
体
に
影
響
が
あ
り
、
放
置

で
き
な
い
こ
と
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

環
境
改
善
に
努
力

▼
テ
ク
ノ
福
島
で
2
年
経
過
。

す
ぐ
に
体
重
が
6
〜
7
キ
ロ
減
っ

た
。
な
ん
で
も
あ
り
だ
。

▼
エ
ル
ダ
ー
同
士
集
ま
る
機
会

が
な
く
て
困
っ
て
い
た
。

県
支
部
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

準
備
会
を
し
な
が
ら
「
連
絡
会
」

を
発
足
。
代
表
を
選
出
し
年
間

行
事
を
決
定
。
支
部
に
は
営
業

関
係
エ
ル
ダ
ー
15
人
お
り
内
9

人
が
7
月
20
日
の
連
絡
会
に
参

加
。
設
備
関
係
も
あ
る
が
、
根

が
細
い
。
ま
ず
営
業
関
係
で
。

限
ら
れ
た
年
数
で
あ
り
、
根

を
太
く
し
て
次
代
に
引
き
継
ぎ

た
い
。

▼
若
松
テ
ク
ノ
。
プ
ロ
パ
ー
、

パ
ー
ト
か
ら
事
務
職
ま
で
階
層

が
分
か
れ
る
。
お
か
し
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
我
々
は
気
が

つ
く
が
、
プ
ロ
パ
ー
に
直
接
提

起
し
て
も
受
け
止
め
ら
れ
な
い

状
況
。
問
題
を
解
決
す
る
道
筋

が
わ
か
ら
な
い
状
況
だ
と
思
う
。

た
だ
愚
痴
を
聞
く
こ
と
は
で
き

る
。
そ
こ
か
ら
。

▼
Ｊ
Ｒ
で
は
「
国
労
」
と
い
う

こ
と
で
改
善
に
手
が
け
ら
れ
た

が
簡
単
で
は
な
い
。
改
善
の
視

点
を
我
々
エ
ル
ダ
ー
か
、
そ
こ

に
働
く
労
働
者
に
置
く
の
か
を

し
っ
か
り
し
な
い
と
。

▼
極
論
的
に
は
、
国
労
を
や
め

て
、
新
し
い
組
合
を
立
ち
上
げ

て
一
か
ら
出
直
す
く
ら
い
の
構

え
・
覚
悟
が
必
要
だ
。

▼
地
本
や
支
部
に
要
求
す
る
の

も
重
要
だ
が
、
自
分
た
ち
に
何

が
出
来
る
の
か
、
や
れ
る
の
か

を
こ
の
場
で
確
認
す
べ
き
。

▼
テ
ク
ノ
福
島
。
車
両
の
日
常

清
掃
で
は
窓
ガ
ラ
ス
、
手
す
り

の
手
垢
、
床
の
仕
上
げ
な
ど
。

運
輸
区
が
実
施
す
る
「
出
来
栄

え
評
価
」
対
象
の
列
車
が
一
日

2
本
。
こ
の
車
両
は
冬
期
の
余

熱
暖
房
期
間
が
終
了
す
る
と
、

パ
ン
タ
降
下
。
こ
の
暑
さ
で
車

内
は
蒸
し
風
呂
状
態
。
直
ぐ
に

汗
が
噴
き
出
し
最
後
は
眼
鏡
が
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6
・
3

バ
ス
東
北
賃
金
改
善
回
答

6
・
9

春
闘
事
務
局
会
議

6
・
10

第
2
回
選
挙
管
理
委
員
会

6
・
12

第
10
回
地
本
執
行
委
員
会

6
・
13

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

6
・
14

組
織
対
策
会
議

6
・
19

乗
務
員
勤
務
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

6
・
20

安
プ
ロ
・
各
支
部
業
長
合
同
会
議

地
方
本
部
は
5
月
24
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
、
「
エ
ル
ダ
ー
・

嘱
託
社
員
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
08
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
エ
ル
ダ
ー
社

員
制
度
」
に
お
い
て
、
労
働
条
件
や
配
属
な
ど
に
つ
い
て
多
く

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
職
場
で
働
い
て
い
る

組
合
員
と
意
見
交
換
を
行
い
、
問
題
点
の
集
約
と
そ
の
解
消
を

図
る
た
め
開
催
し
て
い
る
も
の
。



曇
っ
て
前
が
見
え
な
い
状
態
。

会
社
は
「
安
全
第
一
、
安
定

第
二
」
と
い
う
が
、
実
際
は
健

康
被
害
や
熱
中
症
で
倒
れ
そ
う

な
状
況
。
冷
房
が
効
い
た
中
で

清
掃
が
で
き
な
い
も
の
か
と

「
み
ん
な
の
声
」
と
し
て
要
望

を
出
し
改
善
を
取
り
組
ん
で
い

る
。

▼
会
社
は
勉
強
会
（
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
対
策
）
を
実
施
。
嘔
吐
物

処
理
で
は
、
完
全
武
装
（
防
護

服
着
用
、
マ
ス
ク
、
二
重
手
袋
、

殺
菌
剤
処
理
…
）
で
対
処
す
る

よ
う
に
指
導
。
だ
が
人
手
不
足

に
業
務
が
次
々
に
入
っ
て
い
て

夜
間
に
そ
の
よ
う
な
対
処
は
不

可
能
。
実
際
は
ゲ
ロ
パ
ッ
ク

（
木
屑
の
よ
う
な
も
の
を
撒
い

て
固
め
て
処
理
す
る
）
で
掃
い

て
水
を
流
し
て
拭
き
取
り
処
置
。

Ｊ
Ｒ
は
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
が
あ

ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
次
に
そ

の
車
両
を
使
う
。
建
て
前
と
本

音
が
全
く
違
う
。
旅
客
に
感
染

の
恐
れ
が
あ
り
問
題
あ
り
。

東
北
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

職
場
の
声
を
聞
き
出
す
こ
と

▼
仙
総
支
部
は
22
人
。
支
部
・

分
会
で
エ
ル
ダ
ー
担
当
者
を
配

置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
要
求
を

と
り
ま
と
め
。
問
題
解
決
は
難

し
い
状
況
だ
が
粘
り
強
く
や
る
。

▼
新
幹
線
営
業
所
に
は
３
１
２

人
の
社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
。
Ｔ
Ｋ
Ｋ
業
務
と
テ
ク
ノ

サ
ー
ビ
ス
と
統
合
に
な
り
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
。

▼
統
合
に
つ
い
て
当
初
一
切
説

明
な
し
。
雇
用
対
策
室
に
問
い

合
わ
せ
て
も
埒
が
あ
か
ず
。
地

本
を
通
じ
、
施
策
の
大
元
で
あ

る
運
車
部
に
説
明
を
さ
せ
た
経

過
が
あ
る
。

▼
こ
の
間
、
そ
こ
に
働
く
社
員

と
目
線
を
合
わ
せ
、
議
論
し
よ

う
と
努
力
。
し
か
し
「
JR
に
守

ら
れ
て
い
て
5
年
で
居
な
く
な

る
人
た
ち
」
と
い
う
視
線
。
同

じ
視
点
に
な
る
に
は
時
間
が
か

か
る
。

▼
労
組
は
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ

制
度
。
形
式
的
に
は
要
求
集
約

や
交
渉
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
職
場
の
声
を
反
映
し
て
い

る
実
態
に
は
な
い
。

▼
テ
ク
ノ
で
は
正
社
員
に
な
っ

て
基
本
給
が
12
万
円
、
定
期
昇

給
が
千
円
で
基
本
給
13
万
に
な

る
に
は
10
年
を
要
す
の
が
実
態
。

テ
ク
ノ
社
員
か
ら
見
れ
ば
「
仕

事
も
満
足
に
で
き
な
い
、
給
料

の
高
い
口
う
る
さ
い
爺
」
と
想

像
さ
れ
、
目
線
を
合
わ
せ
る
の

は
大
変
で
覚
悟
が
必
要
。

▼
テ
ク
ノ
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
業
務
教
育
と
し
て
出
向
者
が

45
人
。
だ
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
は
教
育
計
画
が
全
く
な
い
。

作
業
や
仕
組
み
に
対
す
る
不
満

は
あ
り
現
場
で
は
言
う
が
上
部

に
は
口
に
出
せ
な
い
。
そ
の
状

況
で
我
々
が
「
代
弁
す
る
」
と

い
う
の
は
、
「
自
惚
れ
」
か
。

ま
ず
は
意
見
を
聞
き
声
を
引

き
出
す
こ
と
、
そ
の
環
境
作
り

が
大
事
。

東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

若
者
の
将
来
を
危
惧

▼
昨
年
8
月
東
北
ロ
ジ
（
秋
田
）

で
国
労
加
入
。
プ
ロ
パ
ー
社
員

で
あ
る
が
こ
れ
を
契
機
に
何
か

で
き
な
い
か
と
交
渉
を
実
施
。

ロ
ジ
は
働
く
人
間
の
気
持
ち

が
わ
か
ら
な
い
会
社
。
全
て
貨

物
頼
み
。
要
求
を
言
う
と
、
そ

れ
は
貨
物
会
社
に
言
っ
て
く
れ

…
。
本
来
ロ
ジ
か
ら
貨
物
に
い

う
べ
き
こ
と
。

▼
総
作
業
人
員
が
20
人
。
要
員

不
足
だ
が
、
本
社
か
ら
は
「
適

正
要
員
」
で
終
わ
り
。

▼
ロ
ジ
と
し
て
高
卒
4
人
新
採
。

仙
台
に
2
人
が
配
属
。
だ
が
、

ど
こ
で
働
い
て
い
る
か
友
達
に

は
話
せ
な
い
と
い
う
。
我
々
か

ら
す
れ
ば
検
修
職
場
は
第
2
第

3
の
職
場
。
こ
の
若
者
た
ち
は

将
来
ど
う
す
る
の
か
…
。

▼
給
与
明
細
を
廃
止
し
、
ウ
ェ

ブ
化
す
る
と
い
う
が
条
件
が
整
っ

て
い
な
い
。
現
金
受
取
で
あ
り
、

現
在
は
用
紙
に
印
鑑
押
印
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
。
我
々
は
貨
物

と
同
様
5
千
円
だ
が
、
他
の
方
々

は
個
人
対
応
で
説
明
も
な
い
。

仙
建
工
業

身
を
守
る
た
め
辞
め
る
し

か
な
い
…

▼
6
月
で
3
年
に
、
組
合
員
は

現
在
1
人
。
8
人
体
制
で
白
石

か
ら
一
関
ま
で
宮
城
県
下
の
新

幹
線
エ
リ
ア
の
検
査
業
務
。

全
員
高
齢
化
し
、
若
手
3
人

と
我
々
5
人
だ
が
、
来
年
4
人

が
退
職
し
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
予

定
者
が
「
仙
建
に
は
行
か
な
い
」

と
い
う
状
況
。
端
的
に
は
、
来

年
自
分
一
人
と
若
手
3
人
で
や

る
よ
う
な
状
況
で
、
自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
は
早
期
退
職
し

か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
い
会
社
。

月
間
、
週
間
打
ち
合
わ
せ
…
何

も
し
な
い
。
Ｐ
Ｒ
Ｃ
で
安
全
の

担
保
が
少
し
で
き
た
。
年
休
が

取
り
づ
ら
い
。

東
北
鉄
道
運
輸

正
社
員
不
在
の
職
場

▼
東
北
に
12
カ
所
営
業
所
が
あ

る
が
山
形
に
は
な
い
。
4
人
で

仕
事
、
正
社
員
が
不
在
の
め
ず

ら
し
い
職
場
。
過
日
、
業
務
改

善
、
事
故
や
不
祥
事
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
最
優
秀
職
場
に
。

点
呼
は
持
ち
回
り
、
特
段
業
務

指
示
が
な
く
、
各
々
が
自
発
的

に
業
務
し
て
い
る
状
況
。

▼
JR
と
取
り
交
わ
し
し
て
い
る

運
賃
表
は
15
年
前
か
ら
変
わ
り

な
し
で
正
規
で
は
赤
字
。

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

我
々
が
物
を
言
い
改
善
を

▼
駅
業
務
委
託
で
Ｔ
Ｓ
Ｓ
に
出

向
中
。
諸
問
題
が
発
生
し
て
い

る
が
、
我
々
自
身
が
中
心
に
な
っ

て
物
を
言
い
変
え
て
い
く
努
力

を
し
て
い
る
。
地
本
に
は
交
渉

窓
口
を
早
急
に
設
置
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
の
上
限
3
千
円
が
2
千
円

に
、
不
幸
時
の
埋
葬
料
も
変
わ

る
よ
う
だ
。
点
検
が
必
要
。

▼
現
場
で
声
を
上
げ
て
い
か
な

い
と
環
境
は
変
わ
ら
な
い
。
ダ

イ
ヤ
改
正
時
、
毎
回
不
足
し
て

い
た
時
刻
表
も
地
本
を
通
じ
て

大
幅
増
刷
に
。
ま
た
太
子
堂
駅

の
ト
イ
レ
・
風
呂
・
ロ
ッ
カ
ー

室
・
休
養
室
が
男
女
共
用
で
あ
っ

た
が
地
本
を
通
じ
て
交
渉
し
改

善
に
。
現
場
で
は
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
気

が
つ
い
た
我
々
が
物
を
言
い
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ま
と
め

原
子
書
記
長

▼
東
北
交
通
機
械
と
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
テ
ィ
ッ
ク
の
統
合
、
東
日

本
本
部
を
通
じ
て
問
い
か
け
を

し
て
い
た
が
、
3
月
末
ま
で
一

切
説
明
が
な
く
、
実
施
直
前
、

運
車
部
に
説
明
を
さ
せ
た
経
過

が
あ
る
。

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
関
係
、
5
月
9
日
に

東
北
協
議
会
の
幹
事
会
を
開
催
、

三
地
本
が
各
会
社
の
社
員
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

ま
た
東
日
本
本
部
が
6
月
中

に
労
使
間
協
議
を
求
め
、
労
使

間
の
協
約
締
結
を
目
指
す
段
取

り
。
東
日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も

検
討
が
必
要
。
三
地
本
の
窓
口

は
仙
台
地
本
の
予
定
。

▼
貨
物
、
東
北
ロ
ジ
、
2
月
に

賃
金
改
善
申
し
入
れ
、
そ
の
時

点
で
改
善
は
無
理
と
言
わ
れ
た
。

ロ
ジ
の
組
合
員
の
実
体
が
つ

か
め
ず
、
東
北
ロ
ジ
組
合
員
の

交
流
会
を
持
ち
か
け
、
3
月
15

日
に
盛
岡
で
初
め
て
交
流
会
が

実
現
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
要
員
・

賃
金
等
諸
問
題
点
を
交
渉
し
た

の
が
4
月
21
日
。
今
後
は
夏
季

手
当
の
申
入
れ
に
つ
い
て
貨
物

協
と
相
談
し
進
め
た
い
。

▼
各
職
場
、
大
変
な
状
況
で
あ

り
、
労
働
条
件
改
善
に
向
け
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。
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郡
山
設
備
分
会
で
4
月
27

日
付
で
国
労
加
入
し
た
佐
藤

拓
美
さ
ん
の
歓
迎
会
が
、
5

月
29
日
に
郡
山
市
内
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
郡
山
電
力

技
術
セ
ン
タ
ー
の
変
電
科
に

所
属
し
、
テ
ー
ブ
ル
の
主
任

と
し
て
活
躍
中
で
、
仲
間
の

信
頼
も
厚
い
中
堅
社
員
で
す
。

分
会
主
催
の
歓
迎
会
に
は
、

東
日
本
本
部
を
始
め
、
仙
台

地
本
と
福
島
県
支
部
、
ま
た

若
松
地
区
か
ら
な
ど
多
く
の

仲
間
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
堀
口
分
会

長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、
東
日
本
本
部
伊
藤
執

行
委
員
、
仙
台
地
本
原
子
書

記
長
か
ら
も
歓
迎
と
取
り
組

み
に
対
す
る
お
礼
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、
国
労

加
入
に
至
る
経
過
が
話
さ
れ
、

ま
た
加
入
し
た
か
ら
に
は
組

織
の
拡
大
に
向
け
て
自
分
も

頑
張
り
た
い
と
い
う
決
意
が

述
べ
ら
れ
、
仲
間
の
み
な
さ

ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
全
員
か
ら
歓

迎
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
が
、
し
っ
か
り
と
話
を
聞

き
、
見
つ
め
て
い
た
佐
藤
さ

ん
の
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

【
昌
】

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

青
木

良
夫
さ
ん

仙
総
組
立

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

五
十
嵐

隆
敏
さ
ん

仙
総
台
車

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

土
棚

一
美
さ
ん

貨
物
福
島

（
嘱
託
）

佐藤さん（右から3人目）を囲んで


